
 

性的マイノリティに関する取組の検討状況について 

 

 

１ 調査研究について 

男女の別だけではない多様な性のあり方を認め合い、性的マイノリティの

方々が、自分らしく生きることができる社会の実現に向け、これまで兵庫県

内の先進自治体への視察など調査研究を進めてきました。 

 

２ 検討状況について 

調査研究の結果、「性的マイノリティの当事者に対する支援」だけでなく、

「当事者を取り巻く周囲の方々に対する啓発」も重要であると認識しました。 

そこで、これらを踏まえた「取組方針」を定め、具体的な取組を進めてい

くことを検討しています。 

  《当事者に対する支援の具体例》 

・性的マイノリティ専用電話相談の実施 

（令和４年４月現在 兵庫県内９自治体で実施済） 

・パートナーシップ制度の導入 

（令和４年４月現在 兵庫県内１１自治体で導入済） 

・行政文書に係る性別記載欄の見直し 

  《当事者を取り巻く周囲の方々に対する啓発の具体例》 

・市職員を対象とする研修の実施 

・市民等を対象とする講演会の実施 

・啓発リーフレット等の作成・配布 

 

３ 今後の予定について 

取組方針の決定及び当該方針に沿った具体的な取組については、次のとお

り検討を進めていく予定です。 

  《スケジュール（案）》 

    令和４年１２月    取組方針（案）の作成 

    令和５年 １月    パブリックコメントの実施 

         ３月    取組方針の決定 

         ４月以降  具体的な取組を順次実施 
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